
　重点目標一覧表（中間報告調書） 担当部局名

【令和６年度重点目標】

重点目標
期限･数値目標等

1
(1)
①学力向上、授業改善に向けた取組を実施
各校の授業改善に生かす。
②通常学級における「読み」の向上

2

(2)民間施設との連絡会開催
3　学校部活動から地域クラブ活動への移行推進 3
(1)「中学校に係る部活動方針」の策定 (1)活動方針の策定及び周知

(2)論点整理と具体的対応方針決定

4
(1)「児童館、児童センター」及び「放課後児童クラブ」
　　指定管理者の更新

(2)施設の安全点検と計画的な修繕の実施 (2)年間を通じた修繕の実施
(3)施設の計画的改修

5　豊かな心と健やかな身体の育成 5 5
(1)学校における食育の推進 (1)①食に関する情報提供　

　 ②卵と乳の除去食に加え、6月から代替食の提供を開始
(3)児童生徒の健康づくりを推進  　②第二学校給食センターにおける食物 　　　（例:オムレツ→照焼チキン）

     アレルギー対応として、6月から代替食
     の提供を開始 (2)各種調査結果の分析及び説明・報告を後期に実施予定

(3)健康づくりに関する資料の作成及び配布を後期に実施予定

6 6
(1)適正配置計画の素案作成に向けて先進自治体の事例調査・研究

重点目標
期限･数値目標等

2 年度内に2校のトイレ改修を完了

5 5
(1)解体工事の完了
(2)改築事業の実施時期及び候補地の検討

重点目標
期限･数値目標等

1 1
(1)①8月に国登録1件、市指定文化財を4月に6件、8月に1件諮問
　 ②文化財パトロールを随時実施(26件）

(2)文化財の活用 (2)①仏像詳細調査を17箇所で31体実施

  ②市指定・国登録に係る情報発信
②指定・登録に係る記念事業の実施    ②仏像特別展において新指定文化財を展示予定、登録を記念した文化財de

  ④活用推進を図るための地域連携 　　文化祭を開催予定
   ③第1回を旧倉沢家住宅（10/20）、第2回を前山寺（12/7）で開催予定。

④地域活動団体との連携事業の実施 　　中禅寺薬師堂茅屋根葺替工事の現地見学会を開催（8/24）
   ④旧倉沢家住宅の環境整備や活用に協力いただいている地域住民団体と
　　連携し文化財de文化祭を開催予定
　 　

2 2
(1)年度内の文化庁認定と周知 (1)4月に文化庁に認定申請
(2)①発掘調査及び現地説明会の実施 (2)①冠塀台跡の発掘調査を実施し、現地説明会を開催（8/25）
②整備基本計画改訂    ②計画改訂作業を実施中

   ③旧市民会館建造物調査を6月に業務委託。見学会を11/30に実施予定。
　　年度内に解体工事契約予定

(3)発掘調査、資料調査、シンポジウム等の実施 (3)資料調査を実施中。西櫓の掃除及び特別公開企画を10/6に開催予定

3 3
(1)①信州上田ふるさと先人館を4月から運営
　 ②市民団体や民間企業と連携し2回実施、先人・偉人を学習するため
　　の環境整備を検討中
　 ③先人・偉人を学習するための環境整備を検討中

(4)発掘した文化財等の活用 (3)市立博物館のリニューアルに向けた検討 (3)上田城跡WG会議等（他課連携）での検討会（4回）
(4)①クリーニング作業を実施中。年度末に講演会を開催予定
   ②塩田公民館と連携し親子クジラ化石講座を実施（7/30）

「上田市教育支援プラン」の推進

安全・安心な教育環境の整備

文化遺産の保存 ・継承・活用

教育委員会

進捗状況・進捗度

進捗状況・進捗度

進捗状況・進捗度

(2)児童生徒の健康状態がわかる各種調査の実施及び結果分析、
情報共有

(3)年度内に健康づくりに関する資料を作成、
各学校に配布し、健康指導等に活用

(4)市民・学校等と連携した魅力発信の取組の強化
(3)櫓の復元的整備に向けた調査等の推進
  ③旧市民会館記録保存調査及び解体工事の推進

(1)校内相談及び支援体制の充実、スクリーニ
ング会議を中核にした支援体制の構築

(1)ニーズに応じた放課後児童クラブ等の運営
方法の検討及び指定管理者の適切な選定

　　(全学校給食施設で、テーマを共有し発信)

4 年度内に予算範囲内で効率的な営繕を実施

  ①文化財の指定・登録の推進

③建造物記録保存調査、報告会の実施、解体工
事着手

(4)出前講座(10回以上)、総合学習の支援等(1
校以上)、市民団体との共催事業(3団体以上)等
の実施

(2)各学校へ報告及び養護教諭部会で説明・報
告を実施(年1回)

4 学校施設の適正な営繕の実施

(2)武者溜り整備事業の推進

(2)市立博物館及び信濃国分寺資料館における
企画展の開催（4回）、体験教室、講座等の開
催（15回以上）

(1)「上田市小中学校のあり方に関する基本方針」を踏まえた具
体的な学校の適正配置計画の検討

(1)信州上田ふるさと先人館運営、「出張どこ
でも先人館」実施（4回以上）、学校連携事業

3 郷土の歴史、文化、先人・偉人の業績等を知る機会の創出

(2)郷土の歴史、文化、人物等をテーマとした展覧会や講座等の
開催
(3)歴史的な郷土史料の保存と公開をする市立博物館の新しい施
設整備に向けた検討

5 学校給食施設の計画的な整備
(1)旧第二学校給食センターの解体事業の実施
(2)第一学校給食センター改築事業の検討

3 小学校(12校)の照明器具LED化改修事業

2（国補）小学校トイレ改修事業（川西小・浦里小）

(1)①文化財の市指定・国登録の推進（2件以
上）

(1)文化財の保存

具体的な重点取組項目(箇条書き)
1（国補）第五中学校改築事業（校舎棟建設、屋内運動場等実施
設計業務委託）

1 年度内に校舎棟建設を竣工し、屋内運動場等
実施設計を完了

3 年度内に市内小学校(12校)の照明器具をLED
化

具体的な重点取組項目(箇条書き)
1 上田市文化財保存活用計画の推進

　②文化財の防災・防犯、保存事業の推進

  ①文化財の指定・登録の推進調査・公開    

  ①発掘調査    ②整備基本計画改訂

2 史跡上田城跡保存活用事業の推進
(1)「史跡上田城跡保存活用計画」の文化庁認定

  ③文化財の積極的な活用    
③文化財de文化祭の開催（2回)、文化財見学会
の開催

(2)①仏像詳細調査の完了、特別展の開催（1～
3月）

   ②文化財パトロールの実施、防災・防犯・
保存事業の支援（2件以上）

(1)郷土ゆかりの先人・偉人の顕彰事業

(1)①「自分の適正量を知ろう」をテーマにバランスよく喫食する
      食育指導を各給食施設において実施

1 校舎棟建設、屋内運動場等実施設計共、概ね計画通り実施中

2 両校共業者決定し、年度内に整備が完了するよう施工中

3 業者が決定し、年度内に照明器具のLED化が完了するよう施工中

4 緊急の修繕等にも対応しながら、営繕の必要箇所について順調に対応中、年度当初に不足の営繕が
生じたため、9月補正で対応した

(1)令和7年2月末竣工に向けて解体工事を継続
(2)候補地となりえる土地を調査・検討

(2)保護者、学校、民間施設が連携した伴走型支援の体制づくり

具体的な重点取組項目(箇条書き)
1　確かな学力の育成

2　すべての子どもに寄り添う支援
(1)相談体制整備による支援の強化

(3)川辺町児童センタートイレ洋式化の年度内
完了及び今後の施設改修方針策定

(1)「わかる・できる授業」につなげる授業づくり
①「授業改善」の推進
②ＭＩＭの活用による「読み」の向上
(2)ＩＣＴを活用した効果的な授業の推進

(2)教員のＩＣＴ活用能力の向上、授業ＩＣＴ
を使いこなす段階への移行

(2)地域クラブ活動推進協議会における論点整理、対応策検討

4　放課後児童健全育成事業の推進

6　小中学校のあり方の検討
(1)小中一貫校等、少子化に対応した学校のあ
り方の調査・研究

Ⅰ

Ⅱ

(4)クジラ化石のクリーニングと情報発信、学
校・公民館連携による活用事業の実施

Ⅲ

　　 特別展「ハッケン！上田の仏像」を市立美術館で1/11から3/9まで
　　開催予定

   博物館での企画展を10/12～共催予定。上田城トークショーを11/2,3に開催予定

(4)出前講座を実施（6回）。小学校1校、中学校2校の支援を実施。上田城復元の夢を叶える市民の
会、アリオ上田、ゲートウェイ信州上田城下町と連携しPR事業等を実施

(2)市立博物館：各種講座(7回)開催・信濃国分寺資料館：企画展(1回)、体験教室、講座(3回)を開催

1
(1)
①「授業を語る会」1回開催（参加者36人）
　学力向上委員会先進市視察実施（群馬県藤岡市：参加者19人）
　授業研究会開催（参加者36人）
②全体研修開催（参加者73人）、MIMスタート研修2回開催（参加者70人）
  全小学校でMIM-PMを実施、モデル授業等3回開催（参加者延42人）
(2)ICT支援員9人による全小中学校での授業支援、上田GIGAスクールサイトの更新、情報教育主任会2
回開催・夏季情報教育研修会開催（実践発表、講演会：参加者289人）

2
(1)教育相談所指導主事全校訪問（不登校・不適応体制の確認等）
 　SSW参加によるスクリーニング会議開催（32校）
(2)「民間施設等に関するガイドライン」に基づく施設訪問実施（4回）

3
(1)「中学校に係る部活動方針」改定案策定
(2)上記改定案及び「地域移行推進計画（案）」を地域クラブ活動推進協議会に提案予定

4
(1)指定管理者（児童館、児童センター）公募に伴う仕様書の見直し、市の制度に基づいた適正な公
募と審査の実施
(2)児童センター2施設、児童クラブ4施設の修繕実施
(3)川辺町児童センタートイレ洋式化工事に向けた個別施設計画の改訂作業終了、年度内の工事完了
に向けた準備開始



重点目標
期限･数値目標等

1 1
(1)生涯学習基本構想策定の推進 （1）庁内関係課会議（9/5）を開催

(2)策定委員会の設置及び開催（2回）

2 2

(2)学校支援だよりを8月に発行・配布、10月に発行予定

3 3

(2)講演会・研修会の開催4回
(2)人権啓発団体が行う啓発事業の実施
(3)地域における人権学習事業の推進

4 4

5 5

6 図書館サービスの充実 6 6

(2)学校連携による子ども読書活動の推進
(3)上田図書館改築における整備計画策定準備

生涯学習の推進と学習環境の整備
進捗状況・進捗度

2 地域とともにある学校づくりの充実

(2）学校支援ボランティア活動推進のための活動を紹介

4 青少年の健やかな成長を支援する取組の充実

(2)インターネット・スマホ適正利用啓発リー
フレット発行（15,000部）

(2)生涯学習基本策定構想策定委員会の設置及び諮問に応じた調
査審議

(3)上田の生涯学習の先駆的活動である上田自由大学等の顕彰
(3)上田自由大学等をテーマにした事業の実施
（1回）

(1)子どもや青少年が地域の自然を体験したり
集団で遊ぶ事業の実施（6回）

3 人権尊重の精神が日常的に発揮できる人権同和教育・啓発の
推進

(1)「上田市人権施策基本方針」に基づく人権同和教育・啓発の
推進

(1)学校、家庭、地域、企業における人権同和
教育・啓発の推進

(1)生きる力を育む自然体験活動、集団遊び・集団生活の機会提
供
(2)社会変化に対応した健全育成を支える環境づくり

(3)公民館利用者の利便性を向上させる取組の検討
(2)分館活動に対する支援の充実・強化

具体的な重点取組項目(箇条書き)

(1)関係課との調整及び市民意識調査の実施

5 公民館事業の充実

(1)情報交換会の開催（1回）、必要に応じ公民
館職員及びコーディネータ向けの基礎研修会の
開催

1 第三次生涯学習基本構想の策定

(1）地域ぐるみで学校を支えていく取組の推進と地域における
交流・情報交換の支援

(2)学校支援ボランティアの活動紹介・周知

(1)古文書や郷土資料等貴重資料のデジタルアーカイブ化と利活
用の推進

(1)貴重資料のデジタル化と利活用できる手段
の検討と実施
(2)小中学校図書館との情報共有及び、高校と
の連携強化
(3)市民からの意見収集と整備計画策定委員会
の設置

(3)市内４図書館職員によるプロジェクトチームを組織し、上田図書館整備に向けての作業の進め方
や課題、整備計画策定委員会のあり方などを検討

Ⅳ

(1)野外体験活動等促進事業を6/29、8/10、9/8に実施(3回)

(3)「地域におけるこどもまんなか社会学習事業」による自治会・分館の学習活動支援(21件)

(1)改正案の周知・報告の実施（利用者登録団体、各公民館運営審議会委員への周知・報告）

(2)各分館に分館活動の手引きを配布。分館活動等に関し相談窓口を設置し、助言や情報提供を実
施。（396件）

(1)上田市スマートシティ化推進計画にデジタルアーカイブ事業を位置付けるとともに、上田図書館
所蔵の貴重資料「花月文庫」のデジタルアーカイブ化を推進
(2)R5アンケートで出された要望事項について検討し、小中学校図書館司書と情報交換

（2）策定委員会の設置に向け委員を選考中。策定委員会開催（11月末）に向け準備中

（3）市民団体と連携し「市民ゼミナールへのいざない」（7/20、8/24、10/12予定）の開催及び自由
大学運動100年記念フォーラム（11/10）の開催に向け準備中

（1）読み聞かせボランティア交流会（7/23）、学校支援ボランティア交流会（8/20）、コミュニ
ティルーム見学会（6/24、9/25）を開催、基礎研修を個別実施

(3)地域における青少年育成学習事業の推進
(3)自治会・分館の主体的な青少年育成学習活
動の支援

(1)家庭、地域、企業、各小中学校において様々な機会を捉え人権同和教育・啓発

(3)自治会・分館の主体的な人権学習活動の支
援

(2)人権啓発推進委員会定期総会（5/10）、企業人権教育連絡会新入社員研修会（4/18）・定期総会
（5/30）にて講演会を開催
(3)「地域における人権学習事業」による自治会・分館の学習活動の支援（42件）

(2)インターネット・スマホ適正利用啓発リーフレット発行に向けた情報収集

(3)職員プロジェクトチームによる、利用の拡大や予約システム導入の検討実施。

(1)施設コストを踏まえた料金の見直しと周知

(2)分館活動の手引きの作成・配布と相談窓口
の設置
(3)施設利用・予約等の利便性を向上させる取
組の検討

(1)「公の施設における使用料等の考え方」を踏まえた使用料の
見直し


